
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
労
働
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

使
用
者
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
労
働
者
に
対
し
て
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
労
働

条
件
を
事
実
と
異
な
る
も
の
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

法
第
十
五
条
第
一
項
後
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
項
（
昇
給
に
関
す
る
事
項
を
除
く
。）と
す
る
。

法
第
十
五
条
第
一
項
後
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る

事
項
（
昇
給
に
関
す
る
事
項
を
除
く
。）と
す
る
。

法
第
十
五
条
第
一
項
後
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
労
働
者
に
対
す
る
前
項
に
規
定
す
る
事
項

が
明
ら
か
と
な
る
書
面
の
交
付
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
労
働
者
が
同
項
に
規
定
す
る
事
項
が
明
ら
か
と
な
る

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
希
望
し
た
場
合
に
は
、
当
該
方
法
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
第
十
五
条
第
一
項
後
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
労
働
者
に
対
す
る
前
項
に
規
定
す
る
事
項

が
明
ら
か
と
な
る
書
面
の
交
付
と
す
る
。

一

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
す
る
送
信
の
方
法

二

電
子
メ
ー
ル
そ
の
他
の
そ
の
受
信
を
す
る
者
を
特
定
し
て
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通

信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
電
子
メ
ー
ル
等
」と
い
う
。）の
送
信
の
方
法（
当
該
労
働
者
が
当
該
電
子
メ
ー

ル
等
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。）

第
六
条
の
二

法
第
十
八
条
第
二
項
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
法
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
、
法
第

三
十
二
条
の
三
第
一
項
、
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
法
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
、
法
第
三

十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
八
項
及
び
第
九
項
、
法
第
三
十
七
条
第
三
項
、
法
第

三
十
八
条
の
二
第
二
項
、
法
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
、
法
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
第
一
号
、
法
第
三
十
九

条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
九
項
た
だ
し
書
並
び
に
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
者
の
過
半
数
を
代

表
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
過
半
数
代
表
者
」
と
い
う
。）は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

者
と
す
る
。

第
六
条
の
二

法
第
十
八
条
第
二
項
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
法
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
、
法
第

三
十
二
条
の
三
、
法
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
法
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
、
法
第
三
十
四
条

第
二
項
た
だ
し
書
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
法
第
三
十
七
条
第
三
項
、
法
第
三
十
八

条
の
二
第
二
項
、
法
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
、
法
第
三
十
八
条
の
四
第
二
項
第
一
号
、
法
第
三
十
九
条
第
四

項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
た
だ
し
書
並
び
に
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る

者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
過
半
数
代
表
者
」
と
い
う
。）は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す

る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
に
規
定
す
る
協
定
等
を
す
る
者
を
選
出
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
実
施
さ
れ
る
投
票
、
挙
手
等
の
方

法
に
よ
る
手
続
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
者
で
あ
つ
て
、
使
用
者
の
意
向
に
基
づ
き
選
出
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ

と
。

二

法
に
規
定
す
る
協
定
等
を
す
る
者
を
選
出
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
実
施
さ
れ
る
投
票
、
挙
手
等
の
方

法
に
よ
る
手
続
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
が
い
な
い
事
業
場
に
あ
つ
て
は
、
法
第
十
八
条
第
二
項
、
法
第
二
十
四
条
第
一

項
た
だ
し
書
、
法
第
三
十
九
条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
九
項
た
だ
し
書
並
び
に
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
は
、
前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
が
い
な
い
事
業
場
に
あ
つ
て
は
、
法
第
十
八
条
第
二
項
、
法
第
二
十
四
条
第
一

項
た
だ
し
書
、
法
第
三
十
九
条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
た
だ
し
書
並
び
に
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
は
、
前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

使
用
者
は
、
過
半
数
代
表
者
が
法
に
規
定
す
る
協
定
等
に
関
す
る
事
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
必
要
な
配
慮
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）
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